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１ はじめに 

本報告書は、安曇野市からの委託を受けて平成 30～31 年（令和元年）度の 2 ヶ年にわた

って実施された調査の結果を取りまとめたものです。事業では安曇野市地域の地盤調査を

実施して、その結果をもとに揺れやすさマップを作成するとともに微動アレー探査によっ

て安曇平の地下に伏在が予想される断層の位置や落差等を把握し、盆地底の地下構造を明

らかにすることを主要な目的としました。それらの結果を今後の当該市の地震防災面にお

ける各種施策の強化に結び付けていただくことが大きな狙いでもあります。

平成 26 年(2014 年)11 月 22 日に発生した、白馬村付近を震源地とする M6.7 の大きな地

震（神城断層地震または 11.22 長野県北西部の地震）は記憶に新しいところです。この地震

による被害は、震源の東部にあたる長野市鬼無里・戸隠地域、小川村、さらには遠く離れ

た長野市・飯縄町・信濃町地域など広範囲にわたるものでした。安曇野市地域では揺れが

それほど大きなものではなかったことから、被害も極めて小さなものであったことは幸い

でした。神城断層の南方延長部である松本盆地東縁断層は、当該市の東部山麓部を南北に

走る断層ですが、糸魚川―静岡構造線系の活断層の一つとして神城断層と並んで国による

評価でも注意すべきものとされているものです。そのことを鑑みれば、本事業のもつ地震

防災上の意義は大きいと思われます。

安曇野市では、令和 2 年度に従来の防災マップを全面的に見直す予定であると聞いており

ます。地震防災面での市民の意識を一層強めていただく上で、ぜひとも本報告書の内容を

防災マップにも入れ込むなど活用し、また各種防災施策にも生かしていただくことをお願

いする次第です。

本事業を進めるにあたっては、謝辞にも記した通り安曇野市長はもとより危機管理課をは

じめとする多くの市役所関係者、関係機関にお世話になりました。また、微動アレー探査

にあたっては地元地権者や学校関係者など多くの方々にお世話になりました。心から御礼

申し上げます。

２ 平成３０・３１年（令和元年）度の事業の概要 

２年間にわたり実施した本事業の経過概要は以下の通りです。 

１） 微動アレー探査

平成 30 年 7 月~9 月

地表踏査と既存資料による平成 30 年度探査測線の選定作業 
平成 30 年 8 月～9 月 

探査依頼先企業の選定・決定作業

平成 30 年 11 月 9 日~11 月 13 日

探査実施

平成 30 年 12 月~1 月

探査結果の解析・整理

平成 31 年 2 月 
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図 3-1 地盤を伝わる地震の波（岐阜県,2002に修正・加筆） 

探査結果報告書の作成・確認作業

令和元年 6 月～8 月 
令和元年度探査測線の選定作業

令和元年 11 月 18 日～11 月 23 日 
探査実施

令和 2 年 12 月~2 月

探査結果の解析・整理

令和 2 年 3 月 
探査結果報告書の作成・確認作業

２）ボーリングデータの収集・整理

平成 30 年 6 月~12 月

既存ボーリングデータの収集作業

平成 31 年 1 月~令和元年 12 月

データの整理作業

３）平成 30 年 6 月~令和元年 8 月 地形・地質にかかわる地表踏査と結果の整理 
４）平成 30・31 年（令和元年）度調査結果報告書の作成 
５）その他

打ち合わせ会議の開催（1 回/月） 

３ 地震のゆれと地盤

３－１ 地盤を伝わる地震の波 

地震の波は、地下の深いところ（地下深度、数 km～100km 程度）にある震源断層で発

生し、地下の地盤を伝わって地表に届きます。

図 3-1 は、地震波が地下

の地盤を伝わって地表に

伝わる様子を模式的に表

しています。①震源断層

で発生した地震波は、②

固い地層（工学的基盤、

あるいは後述の建築支持

基盤と考えられる地層）

まで伝播し、③表層のや

や軟らかい堆積地盤の中

を、反射と屈折を繰り返

しながら、地表へと到達し

ます。この地表の地震波が、

いわゆる地震による地盤の揺れとなるのです。一般に、震源断層が長くて大きいほど、地

震の規模（マグニチュード）は大きくなります。また、震源から工学的基盤までの距離（震

表
層
地
盤

工
学
的
基
盤

地表

基盤地震動波形

地表地震動波形地
盤

震
動

②

③（地
盤
の
性
質
）

（固
い
地
層
）

（軟
ら
か
い
地
層
）

①震源断層

（地震規模）
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央距離）が近いほど、地盤の揺れ（地震波の振幅）が大きくなります。地表の揺れの大き

さの目安は、気象庁が発表する震度階級により知ることができ、地震発生直後に震度速報

が発表されるシステムが現在構築されています。

３－２ 地盤の性質（固さ・軟らかさ）は揺れ方にどう関係するのでしょうか？ 

地盤の揺れは、物理学では逆さ振り子（図 3-2）に例えられます。逆さ振り子は、オモ

リの下に垂直にバネが付いていて、バネはその下の固い板に固定されています。そして、

この板をゆするとオモリが揺れる仕組みです。さて、強さの違うバネを持つ二つの逆さ振

り子を同時に揺すると、揺れ方にどのような違いが生じるでしょうか？

固い板をゆっくり揺すると、短くて硬いバネを持つ逆さ振り子は小さく揺れ、長くて柔

らかいバネを持つ逆さ振り子は大きく揺

れるはずです。ここで用いられる固い板を

工学的基盤、長い逆さ振り子を軟らかい

（軟弱）地盤、短い逆さ振り子を固い（堅

固な）地盤とみなすことができます。

要するに、軟らかい（軟弱）地盤では、

地震による揺れが大きくなる場合が多い

のです。一般に、地盤は深度が深くなるほ

ど固く締まっていますので、地表のごく浅

いところの地盤の性質が揺れの大きさに

効いてくることになります。 

３－３ 地盤図と揺れやすさマップの果たす役割

３－１や３－２で述べたように、地震の際の地盤の揺れ方は、その場所の地盤の性質に

左右されますが、特に表層近くの地盤が軟らかいか、固いか、が大きく関係しています。

そこで私たちは、2011 年 6 月 30 日の松本の地震や 2014 年 11 月 22 の長野県北西部地震

（神城断層地震）の教訓を生かし、地震に強い街づくりに役立ててもらうために安曇野市

内でこれまでに掘削されたボーリングのデータをできるだけ集め、それをもとに地表近く

の地盤の状況を、ボーリング柱状断面図・建築支持基盤深度図・軟弱地盤の厚さ分布図な

どからなる地盤図にまとめました。これらの図の作成に使用したボーリング本数は 1,300
本を超します。

これらの地盤データをもとに、「揺れやすさマップ」を作成しました。地震の際の揺れ方

が地盤の性質（固い地盤か軟らかい地盤か、軟らかい地盤がどれくらいの厚さで堆積して

いるか）などに強く関係していますので、「揺れやすさマップ」は、地盤の特徴の別の表

現でもあるのです。

また、松本から大町にかけての盆地がフォッサマグナ西縁の糸魚川‐静岡構造線に沿う

盆地であることから、この断層に関係する伏在断層についての微動アレー探査も実施し、

盆地地下の構造について新たなデータを得ました。

現在、橋や道路、ビルなど、構造物の基礎設計に関しては耐震基準が厳しく定められて

固い板
（工学的基盤）

ゆっくり揺する

小さく揺れる

大きく揺れる

長く柔らかいバネ
（軟弱地盤）短く硬いバネ

（堅固な地盤）

オモリ

オモリ

（地震）

図 3-2 バネの強さが違う二つの逆さ振り子 
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います。そしてそれに関して正確な地盤のデータが必要とされています。また、地震によ

る都市災害をできるだけ軽減するために、地盤データにもとづいた震度予測図（揺れやす

さマップ）を作成し、それを基に防災対策を策定する行政機関も次第に増えてきました。

今回作成した地盤図や揺れやすさマップが、安曇野市民すべてにとっての「地震に強い街

づくり」に生かされることを願っています。

4



第４章　図集

5



6



7



8



9



10



11



12



13



14



15



16



17



18



19



20



21



22



23



24



25


	表紙
	目次
	第1章 はじめに
	第2章 平成30･31年(令和元年)度の事業の概要
	第3章 地震のゆれと地盤
	第4章 図集
	図4-2-1安曇野市の地形と既知の活断層の位置
	図4-2-2 安曇野市の地形と地すべりの分布
	図4-2-3 安曇野市の地質図
	図4-2-4 南安曇郡の耕土の深さ分布
	図4-3-1 建築支持基盤深度図
	図4-3-2 軟弱地盤の厚さ分布図
	図4-4-1 安曇野市の揺れやすさマップ
	図4-4-3 揺れやすさマップと各地の地盤の索引図
	図4-4-3-A  揺れやすさマップと各地の地盤1
	図4-4-3-B  揺れやすさマップと各地の地盤2
	図4-4-3-C  揺れやすさマップと各地の地盤3
	図4-4-3-D  揺れやすさマップと各地の地盤4
	図4-4-3NS  安曇野市の揺れやすさマップと地盤の種類


